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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　コンピューティング・デバイスによって、第１のユーザによって取り込まれた１つまた
は複数のイメージを、イメージのうちの１つもしくは複数に関連付けられているメタデー
タ、またはイメージのうちの１つもしくは複数の分析を通じて特定されたデータに少なく
とも部分的に基づいて複数の特定モーメントのクラスタへと、ユーザ入力を伴わずに自動
的にグループ化することであって、各特定モーメントが、特定の地理的位置情報および時
刻に関連付けられている、前記グループ化すること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、クラスタのうちの１つまたは複数に関し
て、１人または複数の第２のユーザが特定の地理的位置にいることおよび時刻を特定する
情報を含むキュレーション情報を、第１のユーザに関連付けられているソーシャルグラフ
情報と、第２のユーザの１人または複数に関連付けられているソーシャルグラフ情報と、
前記特定の地理的位置および時刻に関連する第２のユーザの１人または複数のソーシャル
関連アクティビティとに少なくとも部分的に基づいて特定することであって、前記ソーシ
ャルグラフ情報は、複数のノードと、ノード間を接続する複数のエッジとを含むソーシャ
ルグラフを含み、前記ソーシャルグラフの少なくとも１つのノードは、第１のユーザに対
応し、前記ソーシャルグラフの少なくとも１つのノードは、第２のユーザのうちの１人に
対応する、前記特定すること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、クラスタの１つまたは複数の各々に、前
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記キュレーション情報の選択された部分を、第１のユーザのコンピューティング・デバイ
ス上に表示するために提供することを備え、
　１人または複数の第２のユーザが特定の地理的位置にいることおよび時刻を特定する提
供されたキュレーション情報は、複数のノードのうちの第２のユーザに対応する１つのノ
ードを、第１のユーザに対応するノードに接続するソーシャルグラフの１つまたは複数の
エッジに基づいて選択される、方法。
【請求項２】
　第２のユーザのうちの１人または複数を特定することは、
　前記コンピューティング・デバイスによって、イメージのうちの１つまたは複数におい
て存在しているソーシャルネットワーキング・システムの１人または複数の第２のユーザ
を、顔認識データ、該第２のユーザのうちの１人もしくは複数のコンピューティング・デ
バイスに関連付けられている位置データ、または前記第１のユーザにソーシャルに関連し
ている前記ソーシャルネットワーキング・システム上の第２のユーザのうちの１人もしく
は複数のコンテンツ・オブジェクトを分析することに少なくとも部分的にさらに基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンテンツ・オブジェクトが、第１のユーザを含むステータス更新、チェックイン
、またはイベント招待を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記グループ化することは、
　前記コンピューティング・デバイスによって、現在のイメージを前のイメージと、現在
のイメージと前のイメージとの間における所定の時間差または距離差のしきい値に少なく
とも部分的に基づいてグループ化することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記距離差のしきい値が、前記イメージの動きの平均量の標準偏差を含む、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記グループ化することは、
　前記コンピューティング・デバイスによって、現在のイメージを前のイメージと、現在
のイメージが前のイメージと類似の特徴または組成を有していることに少なくとも部分的
に基づいてグループ化することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記類似の特徴は、
　前記現在のイメージおよび前記前のイメージに共通している１つまたは複数のオブジェ
クトまたは第２のユーザを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、
　実行されたときに、
　第１のユーザによって取り込まれた１つまたは複数のイメージを、イメージのうちの１
つもしくは複数に関連付けられているメタデータ、またはイメージのうちの１つもしくは
複数の分析を通じて特定されたデータに少なくとも部分的に基づいて複数の特定モーメン
トのクラスタへと、ユーザ入力を伴わずに自動的にグループ化することであって、各特定
モーメントが、特定の地理的位置情報および時刻に関連付けられている、前記グループ化
すること、
　クラスタのうちの１つまたは複数に関して、１人または複数の第２のユーザが特定の地
理的位置にいることおよび時刻を特定する情報を含むキュレーション情報を、第１のユー
ザに関連付けられているソーシャルグラフ情報と、第２のユーザの１人または複数に関連
付けられているソーシャルグラフ情報と、前記特定の地理的位置および時刻に関連する第
２のユーザの１人または複数のソーシャル関連アクティビティとに少なくとも部分的に基
づいて特定することであって、前記ソーシャルグラフ情報は、複数のノードと、ノード間
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を接続する複数のエッジとを含むソーシャルグラフを含み、前記ソーシャルグラフの少な
くとも１つのノードは、第１のユーザに対応し、前記ソーシャルグラフの少なくとも１つ
のノードは、第２のユーザのうちの１人に対応する、前記特定すること、
　クラスタの１つまたは複数の各々に、前記キュレーション情報の選択された部分を、第
１のユーザのコンピューティング・デバイス上に表示するために提供することであって、
１人または複数の第２のユーザが特定の地理的位置にいることおよび時刻を特定する提供
されたキュレーション情報は、複数のノードのうちの第２のユーザに対応する１つのノー
ドを、第１のユーザに対応するノードに接続するソーシャルグラフの１つまたは複数のエ
ッジに基づいて選択される、前記提供することを実行するように構成されているソフトウ
ェアを実装する１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９】
　第２のユーザのうちの１人または複数を特定することは、
　イメージのうちの１つまたは複数において存在しているソーシャルネットワーキング・
システムの１人または複数の第２のユーザを、顔認識データ、第２のユーザのうちの１人
もしくは複数のコンピューティング・デバイスに関連付けられている位置データ、または
前記第１のユーザにソーシャルに関連している前記ソーシャルネットワーキング・システ
ム上の第２のユーザのうちの１人もしくは複数のコンテンツ・オブジェクトを分析するこ
とに少なくとも部分的にさらに基づく、請求項８に記載の１つまたは複数の非一時的なコ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０】
　前記コンテンツ・オブジェクトは、
　前記第１のユーザを含むステータス更新、チェックイン、またはイベント招待を含む、
請求項９に記載の１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１１】
　前記ソフトウェアは、
　現在のイメージを前のイメージと、該現在のイメージと該前のイメージとの間における
所定の時間差または距離差のしきい値に少なくとも部分的に基づいてグループ化すること
を実行するように構成されている、請求項８に記載の１つまたは複数の非一時的なコンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　前記距離差のしきい値は、前記イメージの動きの平均量の標準偏差を含む、請求項１１
に記載の１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
　前記ソフトウェアは、
　現在のイメージが前のイメージと類似の特徴または組成を有していることに少なくとも
部分的に基づいて、現在のイメージを前のイメージとグループ化することを実行するよう
にさらに構成されている、請求項８に記載の１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記類似の特徴は、
　前記現在のイメージおよび前記前のイメージに共通している１つまたは複数のオブジェ
クトまたは第２のユーザを含む、請求項１３に記載の１つまたは複数の非一時的なコンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　デバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されている１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒
体であって、
　　第１のユーザによって取り込まれた１つまたは複数のイメージを、イメージのうちの
１つもしくは複数に関連付けられているメタデータ、またはイメージのうちの１つもしく



(4) JP 6063067 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

は複数の分析を通じて特定されたデータに少なくとも部分的に基づいて複数の特定モーメ
ントのクラスタへと、ユーザ入力を伴わずに自動的にグループ化することであって、複数
の特定のモーメントが、特定の地理位置情報および時刻に関連付けられている、前記自動
的にグループ化すること、
　　クラスタのうちの１つまたは複数に関して、１人または複数の第２のユーザが特定の
地理的位置にいることおよび時刻を特定する情報を含むキュレーション情報を、第１のユ
ーザに関連付けられているソーシャルグラフ情報と、第２のユーザの１人または複数に関
連付けられているソーシャルグラフ情報と、前記特定の地理的位置および時刻に関連する
第２のユーザの１人または複数のソーシャル関連アクティビティとに少なくとも部分的に
基づいて特定することであって、前記ソーシャルグラフ情報は、複数のノードと、ノード
間を接続する複数のエッジとを含むソーシャルグラフを含み、前記ソーシャルグラフの少
なくとも１つのノードは、第１のユーザに対応し、前記ソーシャルグラフの少なくとも１
つのノードは、第２のユーザのうちの１人に対応する、前記特定すること、
　　クラスタの１つまたは複数の各々に、前記キュレーション情報の選択された部分を、
第１のユーザのコンピューティング・デバイス上に表示するために提供することであって
、１人または複数の第２のユーザが特定の地理的位置にいることおよび時刻を特定する提
供されたキュレーション情報は、前記複数のノードのうちの第２のユーザに対応する１つ
のノードを、第１のユーザに対応するノードに接続するソーシャルグラフの１つまたは複
数のエッジに基づいて選択される、前記提供すること、を実行するソフトウェアを実装し
ている前記１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記録媒体とを備えるデバイス。
【請求項１６】
　第２のユーザのうちの１人または複数を特定することは、
　イメージのうちの１つまたは複数において存在しているソーシャルネットワーキング・
システムの１人または複数の第２のユーザを、顔認識データ、該第２のユーザのうちの１
人もしくは複数のコンピューティング・デバイスに関連付けられている位置データ、また
は前記第１のユーザにソーシャルに関連している前記ソーシャルネットワーキング・シス
テム上の第２のユーザのうちの１人もしくは複数のコンテンツ・オブジェクトを分析する
ことに少なくとも部分的にさらに基づく、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記ソフトウェアは、
　現在のイメージと前のイメージとの間における所定の時間差または距離差のしきい値に
少なくとも部分的に基づいて、現在のイメージを前のイメージとグループ化することを実
行するように構成されている、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記距離差のしきい値は、前記イメージの動きの平均量の標準偏差を含む、請求項１７
に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に、モバイル・デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャルネットワーキング・システム（ソーシャルネットワーキング・ウェブサイト
を含むことができる）は、そのソーシャルネットワーキング・システムのユーザ（人また
は組織など）がそのソーシャルネットワーキング・システムと、およびそのソーシャルネ
ットワーキング・システムを通じて互いに対話することを可能にすることができる。ソー
シャルネットワーキング・システムは、ユーザからの入力を用いて、そのユーザに関連付
けられているユーザ・プロフィールを作成して、ソーシャルネットワーキング・システム
内に格納することができる。ユーザ・プロフィールは、人口統計学的情報、通信チャネル
情報、およびユーザの個人的な関心に関する情報を含むことができる。ソーシャルネット
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ワーキング・システムは、ユーザからの入力を用いて、そのユーザと、ソーシャルネット
ワーキング・システムのその他のユーザとの関係のレコードを作成および格納すること、
ならびにサービス（たとえば、ウォール・ポスト、写真共有、イベント編成、メッセージ
ング、ゲーム、または広告）を提供して、ユーザ同士の間における社会的な交流を容易に
することも可能である。
【０００３】
　ソーシャルネットワーキング・システムは、そのサービスに関連したコンテンツまたは
メッセージを、１つまたは複数のネットワークを介して、ユーザのモバイルまたはその他
のコンピューティング・デバイスへ送信することができる。ユーザは、自分のユーザ・プ
ロフィールおよびソーシャルネットワーキング・システム内のその他のデータにアクセス
するためにソフトウェア・アプリケーションを自分のモバイルまたはその他のコンピュー
ティング・デバイス上にインストールすることもできる。ソーシャルネットワーキング・
システムは、ユーザにつながっているその他のユーザの集約されたストーリのニュースフ
ィードなど、ユーザに表示するためのコンテンツ・オブジェクトのパーソナライズされた
セットを生成することができる。
【０００４】
　モバイル・コンピューティング・デバイス（スマートフォン、タブレット・コンピュー
タ、またはラップトップ・コンピュータなど）は、自分の位置、方向、または向きを特定
するための機能、たとえば、ＧＰＳ受信機、コンパス、またはジャイロスコープを含むこ
とができる。そのようなデバイスは、ワイヤレス通信、たとえば、ブルートゥース通信、
近距離無線通信（ＮＦＣ）、もしくは赤外線（ＩＲ）通信、またはワイヤレス・ローカル
・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）もしくはセルラー電話ネットワークとの通信のため
の機能を含むこともできる。そのようなデバイスは、１つまたは複数のカメラ、スキャナ
、タッチスクリーン、マイクロフォン、またはスピーカを含むこともできる。モバイル・
コンピューティング・デバイスは、ソフトウェア・アプリケーション、たとえば、ゲーム
、ウェブ・ブラウザ、またはソーシャルネットワーキング・アプリケーションを実行する
こともできる。ソーシャルネットワーキング・アプリケーションを用いて、ユーザは、自
分のソーシャル・ネットワーク内のその他のユーザとつながること、通信すること、およ
び情報を共有することが可能である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　特定の実施形態においては、モバイル・デバイスの「カメラ・ロール」上などの、ユー
ザによって取り込まれたイメージは、特定のイベントまたは日付および時刻に関連付けら
れている時間におけるモーメントまたはイメージのグループへと自動的にクラスタリング
される。たとえば、そのモーメントが何であるかを、たとえば、友達のグループとのディ
ナーであるということを特定して、そのモーメントが何であるかに基づいて複数のイメー
ジをグループ化するために、イメージのメタデータおよびソーシャルな情報が使用される
。クラスタリングは、イメージのグループに関連付けられているメタデータまたはその他
のソーシャルなデータ、たとえば、イメージの日付およびタイム・スタンプ、顔認識を通
じたイメージ内の「友達」の特定、（ユーザによって有効にされている場合には）イメー
ジのグローバル・ポジショニング・システム（ＧＰＳ）の位置データ、チェックイン情報
、「イベント」情報、または、その他のユーザをタグ付けしているステータス更新などに
少なくとも部分的に基づいて実行される。例示的なユーザ・インターフェースは、モーメ
ントに関するキュレーション情報を自動的に提供することができ、それらの情報は、タイ
トル、日付、位置情報、または連続した位置情報読み取り値、その他のユーザを識別する
情報、またはイメージの特徴（たとえば、イメージ内の照明もしくはオブジェクト）のコ
ンピュータ・ビジョンもしくは分析を含むことができる。たとえば、ユーザは、ディナー
のために特定のレストランに、たとえばピザ・デルフィナなどに、ボブというユーザとと
もにいる可能性がある。ソーシャルネットワーキング・システムは、そのディナーに関連
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付けられている複数のイメージを、ユーザからの入力を伴わずに、たとえば「ピザ・デル
フィナでのボブとのディナー」などの例示的な見出しを伴って自動的にグループ化するこ
とができる。
【０００６】
　特定の実施形態においては、例示的なイメージ・クラスタリング・アルゴリズムが、イ
メージに関連付けられている時刻および地理的位置情報に少なくとも部分的に基づくこと
が可能である。カメラ・ロール内の複数のイメージは、現在のイメージが前のイメージと
ともにグループ化されるべきであるかどうかを特定するために順次分析される。特定の実
施形態においては、第１の所定の時間（たとえば３０分など）以内に撮られたイメージは
、前のイメージとともにグループ化される。特定の実施形態においては、第２の所定の時
間（たとえば３時間など）を超えて撮られたイメージは、前のイメージとは別個のグルー
プ内に配置される。第１の所定の時間を超えて、かつ第２の所定の時間に満たない時刻に
撮られたイメージに関しては、位置の標準偏差が特定される。たとえば、カメラ・ロール
全体のイメージに関する動きの平均量が計算され、現在のイメージの動きが、カメラ・ロ
ール全体の動きの平均量の標準偏差内にある場合には、そのイメージは、前の写真ととも
にグループ化される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ソーシャルネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネットワ
ーク環境を示す図。
【図２】例示的なモバイル・デバイスを示す図。
【図３】例示的なイメージを伴う例示的なユーザ・インターフェースに関する例示的なワ
イヤフレームを示す図。
【図４】複数のイメージのソーシャル化されるクラスタリングのための例示的な方法を示
す図。
【図５】イメージの促される共有のための例示的な方法を示す図。
【図６】例示的なソーシャルグラフを示す図。
【図７】例示的なコンピューティング・システムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、ソーシャルネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネット
ワーク環境１００を示している。ネットワーク環境１００は、ネットワーク１１０によっ
て互いにつながっているクライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を含む。図１は、クライアント
・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・シ
ステム１７０、およびネットワーク１１０の特定の構成を示しているが、本開示は、クラ
イアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパー
ティ・システム１７０、およびネットワーク１１０の任意の適切な構成を想定している。
限定ではなく、例として、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング
・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０のうちの複数は、ネットワー
ク１１０を迂回して、互いに直接つながることが可能である。別の例として、クライアン
ト・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、およびサードパー
ティ・システム１７０のうちの複数は、物理的にまたは論理的に、全体としてまたは部分
的に互いに同一場所に配置されることが可能である。その上、図１は、特定の数のクライ
アント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパーテ
ィ・システム１７０、およびネットワーク１１０を示しているが、本開示は、任意の適切
な数のクライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、
サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０を想定している。限定では
なく、例として、ネットワーク環境１００は、複数のクライアント・システム１３０、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・システム１７０、および
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ネットワーク１１０を含むことができる。
【０００９】
　本開示は、任意の適切なネットワーク１１０を想定している。限定ではなく、例として
、ネットワーク１１０の１つまたは複数の部分は、アド・ホック・ネットワーク、イント
ラネット、エクストラネット、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル・
エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネ
ットワーク（ＷＡＮ）、ワイヤレスＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネッ
トワーク（ＭＡＮ）、インターネットの一部分、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部分、
セルラー電話ネットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ネ
ットワーク１１０は、１つまたは複数のネットワーク１１０を含むことができる。
【００１０】
　リンク１５０は、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を通信ネットワーク１１０に、また
は互いに接続することができる。本開示は、任意の適切なリンク１５０を想定している。
特定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０は、１つもしくは複数の有線
リンク（たとえば、デジタル・サブスクライバ・ライン（ＤＳＬ）もしくはデータ・オー
バ・ケーブル・サービス・インタフェース仕様（ＤＯＣＳＩＳ）など）、ワイヤレス・リ
ンク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉもしくはワールドワイド・インターオペラビリティー・フォ
ー・マイクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）など）、または光リンク（たとえば、同
期光ネットワーク（ＳＯＮＥＴ）もしくは同期デジタル階層（ＳＤＨ）など）を含む。特
定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０はそれぞれ、アド・ホック・ネ
ットワーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ、
ＷＷＡＮ、ＭＡＮ、インターネットの一部分、ＰＳＴＮの一部分、セルラー・テクノロジ
ーベースのネットワーク、衛星通信テクノロジーベースのネットワーク、別のリンク１５
０、または複数のそのようなリンク１５０の組合せを含む。リンク１５０は、ネットワー
ク環境１００の全体を通じて必ずしも同じである必要はない。１つまたは複数の第１のリ
ンク１５０は、１つまたは複数の点において１つまたは複数の第２のリンク１５０とは異
なることが可能である。
【００１１】
　特定の実施形態においては、クライアント・システム１３０は、クライアント・システ
ム１３０によって実装またはサポートされる適切な機能を実行することができる、ハード
ウェア、ソフトウェア、もしくは組み込みロジック・コンポーネント、または複数のその
ようなコンポーネントの組合せを含む電子デバイスであることが可能である。限定ではな
く、例として、クライアント・システム１３０は、デスクトップ・コンピュータ、ノート
ブック・コンピュータもしくはラップトップ・コンピュータ、ネットブック、タブレット
・コンピュータなどのコンピュータ・システム、ｅブック・リーダ、ＧＰＳデバイス、カ
メラ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子デバイス、セルラー電話、スマートフ
ォン、その他の適切な電子デバイス、またはそれらの任意の適切な組合せを含むことがで
きる。本開示は、任意の適切なクライアント・システム１３０を想定している。クライア
ント・システム１３０は、クライアント・システム１３０のネットワーク・ユーザがネッ
トワーク１１０にアクセスすることを可能にすることができる。クライアント・システム
１３０は、自分のユーザがその他のクライアント・システム１３０のその他のユーザと通
信することを可能にすることができる。
【００１２】
　特定の実施形態においては、クライアント１３０は、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＩＮＴＥＲ
ＮＥＴ　ＥＸＰＬＯＲＥＲ、ＧＯＯＧＬＥ　ＣＨＲＯＭＥ、またはＭＯＺＩＬＬＡ　ＦＩ
ＲＥＦＯＸなどのウェブ・ブラウザ１３２を含むことができ、１つまたは複数のアドオン
、プラグイン、またはＴＯＯＬＢＡＲもしくはＹＡＨＯＯ　ＴＯＯＬＢＡＲなどのその他
の拡張を有することができる。クライアント・システム１３０のユーザは、ウェブ・ブラ
ウザ１３２を特定のサーバ（サーバ１６２、またはサードパーティ・システム１７０に関
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連付けられているサーバなど）へ導くユニフォーム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ）また
はその他のアドレスを入力することができ、ウェブ・ブラウザ１３２は、ハイパー・テキ
スト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）要求を生成して、そのＨＴＴＰ要求をサーバに通信する
ことができる。サーバは、そのＨＴＴＰ要求を受け入れて、そのＨＴＴＰ要求に応答して
１つまたは複数のハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）ファイルをクライ
アント・システム１３０に通信することができる。クライアント・システム１３０は、ユ
ーザに提示するためにサーバからのＨＴＭＬファイルに基づいてウェブページをレンダリ
ングすることができる。本開示は、任意の適切なウェブページ・ファイルを想定している
。限定ではなく、例として、ウェブページは、特定のニーズに従って、ＨＴＭＬファイル
、拡張可能ハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＸＨＴＭＬ）ファイル、または拡張
可能マークアップ言語（ＸＭＬ）ファイルからレンダリングすることができる。そのよう
なページは、限定ではなく、例として、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＪＡＶＡ（
登録商標）、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＳＩＬＶＥＲＬＩＧＨＴで書かれたスクリプトなどの
スクリプト、ＡＪＡＸ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）
　ａｎｄ　ＸＭＬ）などのマークアップ言語とスクリプトの組合せなどを実行することも
できる。本明細書においては、ウェブページへの参照は、適切な場合には、（そのウェブ
ページをレンダリングするためにブラウザが使用することができる）１つまたは複数の対
応するウェブページ・ファイルを含み、その逆もまた同様である。
【００１３】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、オンラ
イン・ソーシャル・ネットワークをホストすることができるネットワークアドレス可能な
コンピューティング・システムであることが可能である。ソーシャルネットワーキング・
システム１６０は、たとえば、ユーザプロフィール・データ、コンセプトプロフィール・
データ、ソーシャルグラフ情報、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに関連し
たその他の適切なデータなどのソーシャルネットワーキング・データを生成すること、格
納すること、受け取ること、および送信することが可能である。ソーシャルネットワーキ
ング・システム１６０は、ネットワーク環境１００のその他のコンポーネントによって直
接、またはネットワーク１１０を介してアクセスされることが可能である。特定の実施形
態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のサー
バ１６２を含むことができる。それぞれのサーバ１６２は、単一のサーバ、または複数の
コンピュータもしくは複数のデータセンターにわたる分散サーバであることが可能である
。サーバ１６２は、限定ではなく、例として、ウェブ・サーバ、ニュース・サーバ、メー
ル・サーバ、メッセージ・サーバ、広告サーバ、ファイル・サーバ、アプリケーション・
サーバ、Ｅｘｃｈａｎｇｅサーバ、データベース・サーバ、プロキシ・サーバ、本明細書
において記述されている機能もしくはプロセスを実行するのに適している別のサーバ、ま
たはそれらの任意の組合せなど、さまざまなタイプのものであることが可能である。特定
の実施形態においては、それぞれのサーバ１６２は、サーバ１６２によって実装またはサ
ポートされる適切な機能を実行するためのハードウェア、ソフトウェア、もしくは組み込
みロジック・コンポーネント、または複数のそのようなコンポーネントの組合せを含むこ
とができる。特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６４
は、１つまたは複数のデータ・ストア１６４を含むことができる。データ・ストア１６４
は、さまざまなタイプの情報を格納するために使用されることが可能である。特定の実施
形態においては、データ・ストア１６４内に格納されている情報は、特定のデータ構造に
従って編成されることが可能である。特定の実施形態においては、それぞれのデータ・ス
トア１６４は、リレーショナルデータベース、カラム型（columnar）データベース、相関
（correlation）データベース、または他の適切なデータベースであることが可能である
。本明細書は、特定のデータベースを記載または例示していないが、本明細書は、任意の
適切なデータベースを想定している。特定の実施形態は、クライアント・システム１３０
、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、またはサードパーティ・システム１７
０が、データ・ストア１６４内に格納されている情報を管理すること、取り出すこと、修
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正すること、追加すること、または削除することを可能にするインタフェースを提供する
ことができる。
【００１４】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つま
たは複数のソーシャルグラフを１つまたは複数のデータ・ストア１６４内に格納すること
ができる。特定の実施形態においては、ソーシャルグラフは、複数のノード（複数のユー
ザ・ノード（それぞれが、特定のユーザに対応している）、または複数のコンセプト・ノ
ード（それぞれが、特定のコンセプトに対応している）を含むことができる）と、ノード
同士をつなげる複数のエッジとを含むことができる。ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザに、その他のユーザと通
信および対話する能力を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザたち
は、ソーシャルネットワーキング・システム１６０を介してオンライン・ソーシャル・ネ
ットワークに参加し、次いで、自分たちがつながりたいと望むソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０のその他の複数のユーザにつながり（すなわち、関係）を付加するこ
とができる。本明細書においては、「友達」という用語は、ユーザがソーシャルネットワ
ーキング・システム１６０を介して、つながり、関連付け、または関係を形成しているソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０のその他の任意のユーザを指すことができる
。
【００１５】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ソーシ
ャルネットワーキング・システム１６０によってサポートされるさまざまなタイプのアイ
テムまたはオブジェクトに関してアクションを取る能力をユーザに提供することができる
。限定ではなく、例として、それらのアイテムおよびオブジェクトは、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０のユーザが属することが可能であるグループもしくはソーシ
ャル・ネットワーク、ユーザが関心を抱く可能性があるイベントもしくはカレンダー・エ
ントリー、ユーザが使用することができるコンピュータベースのアプリケーション、ユー
ザがサービスを介してアイテムを購入もしくは販売することを可能にするトランザクショ
ン、ユーザが実行することができる広告との対話、またはその他の適切なアイテムもしく
はオブジェクトを含むことができる。ユーザは、ソーシャルネットワーキング・システム
１６０において、またはサードパーティ・システム１７０の外部システム（ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０とは別個のものであって、ネットワーク１１０を介して
ソーシャルネットワーキング・システム１６０に結合されている）によって表されること
が可能である任意のものと対話することができる。
【００１６】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、さまざ
まなエンティティ同士をリンクできることが可能である。限定ではなく、例として、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザたちが互いに対話すること、ならび
にサードパーティ・システム１７０もしくはその他のエンティティからのコンテンツを受
け取ることを可能にすることができ、またはユーザたちがアプリケーション・プログラミ
ング・インタフェース（ＡＰＩ）もしくはその他の通信チャネルを通じてこれらのエンテ
ィティと対話することを可能にすることができる。
【００１７】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、１つもしくは複数の
タイプのサーバ、１つもしくは複数のデータ・ストア、１つもしくは複数のインタフェー
ス（ＡＰＩを含むが、それには限定されない）、１つもしくは複数のウェブ・サービス、
１つもしくは複数のコンテンツ・ソース、１つもしくは複数のネットワーク、または（た
とえば、サーバが通信することができる）その他の任意の適切なコンポーネントを含むこ
とができる。サードパーティ・システム１７０は、ソーシャルネットワーキング・システ
ム１６０を運営しているエンティティとは異なるエンティティによって運営されることが
可能である。しかしながら、特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・
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システム１６０およびサードパーティ・システム１７０は、ソーシャルネットワーキング
・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０のユーザにソーシャルネットワ
ーキング・サービスを提供するために互いに連携して機能することができる。この意味に
おいて、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、サードパーティ・システム１
７０などのその他のシステムがインターネットを介してソーシャルネットワーキング・サ
ービスおよび機能をユーザに提供するために使用することができるプラットフォーム、ま
たはバックボーンを提供することができる。
【００１８】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、サードパーティ・コ
ンテンツ・オブジェクト・プロバイダを含むことができる。サードパーティ・コンテンツ
・オブジェクト・プロバイダは、コンテンツ・オブジェクトの１つまたは複数のソースを
含むことができ、それらのソースは、クライアント・システム１３０に通信されることが
可能である。限定ではなく、例として、コンテンツ・オブジェクトは、ユーザにとって関
心がある物またはアクティビティに関する情報、たとえば、映画の開始時刻、映画のレビ
ュー、レストランのレビュー、レストランのメニュー、製品の情報およびレビュー、また
はその他の適切な情報などを含むことができる。限定ではなく、別の例として、コンテン
ツ・オブジェクトは、インセンティブ・コンテンツ・オブジェクト、たとえば、クーポン
、ディスカウント・チケット、ギフト券、またはその他の適切なインセンティブ・オブジ
ェクトを含むことができる。
【００１９】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０はまた、ユ
ーザによって生成されたコンテンツ・オブジェクトを含み、それらのコンテンツ・オブジ
ェクトは、ソーシャルネットワーキング・システム１６０とのユーザの対話を高めること
ができる。ユーザによって生成されたコンテンツは、ユーザがソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０に付加、アップロード、送信、または「ポスト」することができる任
意のものを含むことができる。限定ではなく、例として、ユーザは、クライアント・シス
テム１３０からソーシャルネットワーキング・システム１６０へポストを通信する。ポス
トは、ステータス更新もしくはその他のテキスト・データ、位置情報、写真、ビデオ、リ
ンク、音楽、またはその他の類似したデータもしくはメディアなどのデータを含むことが
できる。コンテンツは、ニュースフィードまたはストリームなどの「通信チャネル」を通
じてサードパーティによってソーシャルネットワーキング・システム１６０に付加される
ことも可能である。ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザが「イベン
ト」コンテンツ・オブジェクトを生成するように構成される。限定ではなく、例として、
ユーザは、「イベント」を、そのイベントの時刻および日付、その「イベント」の地理的
位置情報、ならびに、その「イベント」に招待されている１人または複数の「友達」を含
むゲスト・リストを含む属性を伴って構成することができる。ゲスト・リスト上に含まれ
ている「友達」は、「イベント」への招待を受け取ることができ、たとえば、その招待を
受諾すること、またはその招待を辞退することによって、その招待に応答することができ
る。
【００２０】
　クライアント・システム１３０上に格納されている１つまたは複数の写真（すなわち「
カメラ・ロール（camera roll）」）は、ソーシャルネットワーキング・システム１６０
にアップロードされる。限定ではなく、例として、クライアント・システム１３０は、ク
ライアント・システム１３０上に格納されているイメージを、以降で記述されているよう
に、ユーザの設定に応じたフォト同期を通じてソーシャルネットワーキング・システム１
６０に、ユーザからの手入力を伴わずに自動的にアップロードすることができる。特定の
実施形態においては、クライアント・システム１３０のアプリケーションまたはオペレー
ティング・システム（ＯＳ）は、イメージをソーシャルネットワーキング１６０またはサ
ードパーティ１７０システムにアップロードすることができ、ソーシャルネットワーキン
グ１６０またはサードパーティ１７０システムでは、それらのイメージは、ユーザのアー
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カイブまたはスペースに保存される。以降で記述されているように、ソーシャルネットワ
ーキング１６０またはサードパーティ１７０システムは、ソーシャルネットワーキング１
６０またはサードパーティ１７０システムのユーザから受け取られたイメージを、共有ア
ーカイブまたはスペース内に含めることもできる。ユーザは、以降で記述されているよう
に、それらのイメージのうちの１つもしくは複数を「プライベート」として指定すること
、またはそれらのイメージのうちの１つもしくは複数へのアクセスを、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０の特定のユーザに、ユーザのプライバシー設定に少なくとも
部分的に基づいて許可することが可能である。
【００２１】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、クライ
アント・システム１３０のユーザ・インターフェース（ＵＩ）から信号を受け取ったこと
に応答して、特定の「モーメント（moment）」に関連付けられているイメージを１人また
は複数の「友達」と共有することができる。本明細書においては、「モーメント」という
用語は、特定の日付およびタイム・ピリオドに、または特定の地理的位置情報に関連付け
られているイベントを指すことができる。特定の実施形態においては、「カメラ・ロール
」の複数のイメージは、特定の日付または時刻における特定のイベントに関連付けられて
いる「モーメント」へとクラスタリングされる。ユーザの「カメラ・ロール」の複数のイ
メージは、１つまたは複数の基準に従ってグループ化される。特定の実施形態においては
、複数のイメージは、それらのイメージに関連付けられているメタデータ、ソーシャルグ
ラフ情報から推測されたそれらのイメージに関連付けられている情報、またはそれらの任
意の組合せに少なくとも部分的に基づいて「モーメント」へとグループ化される。本開示
は、特定のメタデータおよび推測された情報を使用した特定のソースからのイメージのク
ラスタリング（clustering）について記述しているが、本開示は、任意の適切なデータを
使用した、任意の適切なソースからの複数のイメージ、たとえば、ユーザの１人または複
数の「友達」の共有された複数のイメージ、またはデジタル・カメラ・デバイスからアッ
プロードされた複数のイメージなどのクラスタリングを想定している。限定ではなく、例
として、イメージは、ファイル・サイズ、解像度、タイム・スタンプ、（ユーザによって
有効にされている場合には）グローバル・ポジショニング・システム（ＧＰＳ）の位置デ
ータ、またはそれらの任意の組合せに関連しているメタデータに関連付けられることが可
能である。特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０に
よる「カメラ・ロール」の複数のイメージのクラスタリングは、イメージ取り込み工程中
に自動的に生成されてイメージに関連付けられたそれらのイメージに関連付けられている
情報、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０によるそれらのイメージのう
ちの１つもしくは複数の分析に少なくとも部分的に基づいて推測される情報に少なくとも
部分的に基づくことが可能である。
【００２２】
　別の例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のイ
メージを、ソーシャルネットワーキング・システム１６０によって推測された情報に少な
くとも部分的に基づいてグループ化することができる。たとえば、ソーシャルネットワー
キング・システム１６０は、１つまたは複数のイメージを、それらのイメージが、類似の
組成または特徴、たとえば、共通の形状または照明状況などを有しているかどうかを特定
するコンピュータ・ビジョン分析に少なくとも部分的に基づいてグループ化することがで
きる。別の例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数
のイメージ内に存在しているユーザの１人または複数の「友達」を、以降で記述されてい
る顔認識を通じて識別すること、およびこれらのイメージをクラスタ（cluster）へとグ
ループ化することが可能である。別の例として、ソーシャルネットワーキング・システム
１６０は、１つまたは複数のイメージを、「イベント」招待、「チェックイン」、または
ステータス更新に対応するタイム・スタンプを伴ってクラスタリングすることができる。
【００２３】
　本開示は、特定の基準またはデータを用いた特定の方法を使用する複数のイメージのク
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ラスタリングについて記述しているが、本開示は、任意の適切な基準またはデータの組合
せを用いた任意の適切な方法または方法の組合せを使用する複数のイメージのクラスタリ
ングを想定している。さらに、本開示は、任意の適切なメディア、たとえばビデオ（たと
えばＭＰＥＧ４）、またはオーディオ（たとえばＷＡＶもしくはＭＰ３）ファイルなどの
、任意の適切なクラスタへのグループ化を想定している。特定の実施形態においては、「
カメラ・ロール」の複数のイメージは、それらのイメージに関連付けられているタイム・
スタンプおよび位置データに少なくとも部分的に基づいて「モーメント」へとグループ化
される。「カメラ・ロール」内の複数のイメージは、現在のイメージが前のイメージとと
もにグループ化されるべきであるかどうかを特定するために順次分析される。特定の実施
形態においては、前のイメージから第１の所定の時間（たとえば３０分など）以内に取り
込まれたイメージは、前のイメージとともにクラスタリングされる。特定の実施形態にお
いては、前のイメージから（第１の所定の時間よりも長い）第２の所定の時間（たとえば
３時間など）を超えて取り込まれたイメージは、前のイメージとは別個のクラスタ内に配
置される。特定の実施形態においては、前のイメージから、第１の所定の時間を超えて、
かつ第２の所定の時間に満たない時刻に取り込まれたイメージに関しては、クラスタリン
グされているイメージに関連付けられている地理的位置情報からの標準偏差が特定される
。限定ではなく、例として、「カメラ・ロール」全体のイメージに関する動きの平均量が
計算され、現在のイメージの動きが、「カメラ・ロール」全体の動きの平均量の標準偏差
内にある場合には、そのイメージは、前のイメージとともにグループ化される。
【００２４】
　ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、イメージ・クラスタに対するコンテ
キストを、それらのイメージに関連付けられているメタデータ、またはソーシャルグラフ
情報から推測された情報に少なくとも部分的に基づいて、ユーザ入力を伴わずに自動的に
キュレーションして提供することができる。イメージから推測される情報としては、１つ
または複数のイメージ内に存在している「友達」の、顔認識を通じた自動化されたタグ付
け、ユーザもしくはそのユーザの「友達」に関連付けられているクライアント・システム
１３０の地理的位置情報データのアンビエントロケーション・ロギング（ambient-locati
on logging）、ソーシャルネットワーキング・システム１６０のユーザに関連付けられて
いるアクティビティ、またはそれらの任意の組合せに少なくとも部分的に基づいて特定さ
れる情報を含むことができる。限定ではなく、例として、１つまたは複数のイメージ内の
「友達」の自動的なタグ付けは、任意の適切な顔認識アルゴリズムを通じて実行されるこ
とが可能であり、その顔認識アルゴリズムは、たとえば「カメラ・ロール」のイメージ内
で見つかった顔の情報を分析して、ユーザたちの既知のセットに関連付けられている顔の
特徴の比較に基づいてユーザたちを識別する。別の例として、ソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０のユーザに関連付けられているクライアント・システム１３０の地理
的位置情報データは、クライアント・システム１３０の位置情報サービス、および、特定
の地理的位置情報において取り込まれたイメージの特定のクラスタに関連付けられている
「友達」のポーリングを通じて記録される。別の例として、ソーシャルネットワーキング
・システム１６０は、たとえば、受諾された「イベント」招待からの時刻、日付、地理的
位置情報、または「友達」の名前などの情報、または「チェックイン」に含まれている時
刻、日付、地理的位置情報、または「友達」の名前などの情報を、特定の地理的位置また
はタイム・フレームにおいて取り込まれたイメージのクラスタに関連付けることができる
。別の例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０によるコンピュータ・ビ
ジョン分析は、イメージ内の１つまたは複数のオブジェクトを特定の地理的位置情報に関
連付けることができる。
【００２５】
　特定の実施形態においては、「モーメント」に関するコンテキストをキュレーションし
て提供する情報は、クラスタリングされたイメージに関連付けられているメタデータ、ソ
ーシャルグラフ情報から推測された情報、クラスタリングされたイメージの分析を通じて
推測された情報、またはそれらの任意の組合せから抽出される。限定ではなく、例として
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、「モーメント」に関連付けられているキュレーション情報は、時刻、日付、地理的位置
情報、または、「モーメント」に関連付けられている「友達」を識別する情報を含むこと
ができる。たとえば、特定の地理的位置情報、たとえばピザ・デルフィナなどでの特定の
ユーザとのソーシャルネットワーキング・システム１６０上の「イベント」は、クライア
ント・システム１３０のフォトビューア（photo-viewer）ＵＩが、自動的に生成されたキ
ュレーション情報、たとえば「ピザ・デルフィナでのラスとのディナー」などを有するデ
ィナー・イベントに関連付けられているイメージ・クラスタ（image cluster）を表示す
るという結果をもたらす場合がある。
【００２６】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、さまざ
まなサーバ、サブシステム、プログラム、モジュール、ログ、およびデータ・ストアを含
むことができる。特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１
６０は、ウェブ・サーバ、アクション・ロガー、ＡＰＩ要求サーバ、関連性およびランキ
ング・エンジン、コンテンツ・オブジェクト分類子、通知コントローラ、アクション・ロ
グ、サードパーティ・コンテンツ・オブジェクト露出ログ、推測モジュール、承認／プラ
イバシー・サーバ、検索モジュール、広告ターゲティング・モジュール、ユーザインター
フェース・モジュール、ユーザプロフィール・ストア、つながりストア、サードパーティ
・コンテンツ・ストア、または位置情報ストアのうちの１つまたは複数を含むことができ
る。ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、適切なコンポーネント、たとえば
、ネットワーク・インターフェース、セキュリティー・メカニズム、ロード・バランサ、
フェイルオーバ・サーバ、管理およびネットワークオペレーション・コンソール、その他
の適切なコンポーネント、またはそれらの任意の適切な組合せを含むこともできる。ソー
シャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、以
降で記述されているように、位置データを探してクライアント・システム１３０に対して
ポーリングを、手入力を伴わずに自動的に行うことができる。特定の実施形態においては
、ソーシャルネットワーキング１６０またはサードパーティ１７０システムは、必要に応
じて１つまたは複数のプライバシー設定に応じて、位置データを探してクライアント・シ
ステム１３０に対してポーリングを行うこと、ユーザが位置情報更新を開始すること、ユ
ーザによって実行された「チェックイン」、またはそれらの任意の組合せを通じて、クラ
イアント・システム１３０の位置データを受け取って記録することができる。
【００２７】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザ
・プロフィールを格納するための１つまたは複数のユーザプロフィール・ストアを含むこ
とができる。ユーザ・プロフィールは、たとえば、経歴情報、人口統計学的情報、挙動情
報、ソーシャルな情報、またはその他のタイプの記述的情報、たとえば、職業経験、学歴
、趣味もしくは好み、関心、親近感、または位置情報を含むことができる。関心情報は、
１つまたは複数のカテゴリーに関連した関心を含むことができる。カテゴリーは、一般的
または具体的であることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザが、あるブラン
ドの靴に関する記事に対して「いいね！」を表明した場合には、カテゴリーは、そのブラ
ンド、または「靴」もしくは「衣類」という一般的なカテゴリーであることが可能である
。ユーザに関するつながり情報を格納するために、つながりストアが使用される。つなが
り情報は、類似のもしくは共通の職業経験、グループ・メンバーシップ、趣味、学歴を有
しているか、または何らかの形で関連しているか、もしくは共通の属性を共有している複
数のユーザを示すことができる。つながり情報は、さまざまなユーザおよびコンテンツ（
内部および外部の両方）の間におけるユーザ定義のつながりを含むこともできる。ネット
ワーク１１０を介してソーシャルネットワーキング・システム１６０を１つもしくは複数
のクライアント・システム１３０または１つもしくは複数のサードパーティ・システム１
７０にリンクさせるために、ウェブ・サーバが使用される。ウェブ・サーバは、ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０と、１つまたは複数のクライアント・システム１３
０との間においてメッセージを受け取って回送するためにメール・サーバまたはその他の
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メッセージング機能を含むことができる。ＡＰＩ要求サーバは、サードパーティ・システ
ム１７０が、１つまたは複数のＡＰＩを呼び出すことによってソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０からの情報にアクセスすることを可能にすることができる。ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０の上のまたは外のユーザのアクションに関してウェ
ブ・サーバから通信を受け取るために、アクション・ロガーが使用される。アクション・
ログとともに、サードパーティコンテンツ・オブジェクトへのユーザの露出についてのサ
ードパーティコンテンツオブジェクト・ログが保持される。通知コントローラは、コンテ
ンツ・オブジェクトに関する情報をクライアント・システム１３０に提供することができ
る。情報は、通知としてクライアント・システム１３０へプッシュされるか（push）、ま
たは情報は、クライアント・システム１３０から受け取られた要求に応答してクライアン
ト・システム１３０からプルされる（pull）。
【００２８】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つま
たは複数のイメージへのアクセスを１人または複数の「友達」にユーザが提供するよう、
手入力を伴わずに自動的に促すことができる。限定ではなく、例として、ソーシャルネッ
トワーキング・システム１６０は、１人または複数の「友達」にソーシャルに関連してい
る可能性がある、ユーザによって取り込まれた１つまたは複数のイメージへのアクセスを
ユーザが提供するよう促すことができる。別の例として、１つまたは複数のイメージは、
「友達」に関連している特定の「モーメント」に関連付けられているイメージの特定のク
ラスタであることが可能である。さらに、ソーシャルネットワーキング・システム１６０
は、「モーメント」が生じたということを自動的に検知することができ、その「モーメン
ト」に関連付けられているイメージ・クラスタを、やはりその「モーメント」に居合わせ
ていた可能性がある「友達」とユーザが共有するよう、ユーザ入力を伴わずに自動的に促
すことができる。
【００２９】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、イメー
ジに関連付けられている関連している「友達」のオーディエンスまたはグループを推測す
ることができる。さらに、関連している「友達」の推測は、「イベント」招待のゲスト・
リスト、１人または複数の「友達」にタグ付けしているイベントに関連付けられている「
チェックイン」、イメージのクラスタ内の、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０を使用している「友達」の顔認識、（たとえば、「友達」のクライアント・システム１
３０の位置情報サービスのポーリングを通じた）イメージのクラスタに関連付けられてい
る特定の地理的位置にいた「友達」の特定、またはそれらの任意の組合せなどのソーシャ
ルグラフ情報に少なくとも部分的に基づくことが可能である。限定ではなく、例として、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のイメージを、ソーシ
ャルネットワーキング・システム１６０によって推測されたオーディエンスと共有するよ
うユーザに促すためのプッシュ通知を送信することができる。別の例として、ソーシャル
ネットワーキング・システム１６０によって送信されたプッシュ通知は、特定の「モーメ
ント」に関連付けられているイメージのクラスタを、関連している「友達」と共有するよ
うユーザに促すモーダル・ウィンドウ（modal window）を１つまたは複数のクライアント
・システム１３０のディスプレイ上に提示することを開始することができる。本開示は、
特定の通知を通じてユーザまたは関連している「友達」に促すことについて記述している
が、本開示は、任意の適切な通知、たとえば、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ
）メッセージ、マルチメディア・メッセージング・サービス（ＭＭＳ）メッセージ、イン
スタント・メッセージング（ＩＭ）、またはＥメールなどを通じてユーザに促すことを想
定している。
【００３０】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザ
によって取り込まれた１つまたは複数のイメージへのアクセスをユーザが提供することを
１人または複数の「友達」が要求するよう、手入力を伴わずに自動的に促すことができる
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。限定ではなく、例として、ソーシャルネットワーキング・システムは、１人または複数
の「友達」にソーシャルに関連している可能性がある、ユーザによって取り込まれた１つ
または複数のイメージへのアクセスを１人または複数の「友達」が要求するよう促すこと
ができる。さらに、それらのイメージは、それらの「友達」に関連している特定の「モー
メント」に関連付けられているイメージのクラスタであることが可能である。別の例とし
て、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、特定の「モーメント」に居合わせ
ていたとソーシャルネットワーキング・システム１６０が特定する関連している「友達」
が、それらの関連している「友達」に関連付けられている特定のイメージ・クラスタへの
アクセスを要求するよう促すためのプッシュ通知を送信することができる。別の例として
、ソーシャルネットワーキング・システム１６０によって送信されたプッシュ通知は、特
定の「モーメント」に関連付けられているイメージのクラスタへのアクセスをユーザが提
供することを要求するためのモーダル・ウィンドウを、推測された「友達」のうちのそれ
ぞれに関連付けられている１つまたは複数のクライアント・システム１３０のディスプレ
イ上に提示することを開始することができる。
【００３１】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、「友達
」のクライアント・システム１３０によって取り込まれた１つまたは複数のイメージが、
ユーザと共有されている特定の「モーメント」に関連付けられることが可能であるという
ことを特定することができる。さらに、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は
、ユーザにソーシャルに関連している可能性がある１つまたは複数のイメージへのアクセ
スを１人または複数の関連している「友達」が提供するよう、手入力を伴わずに自動的に
促すことができる。限定ではなく、例として、ソーシャルネットワーキング・システム１
６０によって送信された通知は、以降で記述されているように、ソーシャルネットワーキ
ング・システム１６０上でホストされている共有スペースまたはアーカイブに１つまたは
複数のイメージをアップロードするよう１人または複数の「友達」に促すことができる。
さらに、共有するためにアップロードされるイメージのうちのそれぞれは、「友達」およ
びユーザによって共有されている特定の「モーメント」に関連付けられることが可能であ
る。特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、「友
達」による承認のためにイメージのサムネイル（thumbnail）を、それらのイメージへの
アクセスをユーザまたは共有アーカイブに提供したいという要求とともに提供することが
できる。特定の実施形態においては、ユーザまたは１人もしくは複数の「友達」によって
アップロードされた１つまたは複数のイメージは、以降で記述されているように、特定の
「モーメント」に関連付けられている共有アーカイブ内に自動的に含められることが可能
である。
【００３２】
　特定の実施形態においては、「モーメント」へとクラスタリングされたイメージは、必
要に応じて、ユーザのプライバシー設定によって特定されているように、ユーザ、および
そのモーメントに関連付けられている「友達」によってアクセス可能である共有スペース
またはアーカイブ内に格納される。特定の実施形態においては、共有アーカイブ作成工程
は、ユーザと、特定の「モーメント」に関連しているそのユーザの「友達」との間におい
て共有されているその「モーメント」の識別情報に少なくとも部分的に基づいて、手入力
を伴わずに自動的に共有スペースを作成することができる。特定の実施形態においては、
共有スペースは、ソーシャルグラフにおけるハブ・ノード、またはソーシャルネットワー
キング・システム１６０によって保持されるその他のデータ構造として保持される。限定
ではなく、例として、共有スペースは、ソーシャルネットワーキング・システム１６０上
の既存のグループの「ウォール」、「モーメント」に対応する「イベント」に関連付けら
れている「ウォール」、共有スペース、共有アルバムへのリンクを伴うメッセージ、また
はそれらの任意の組合せの一部として共有される。特定の実施形態においては、共有アー
カイブ作成工程は、１つまたは複数のクライアント・システム１３０上でホストされてい
るクライアント側アプリケーションとともに機能することができる。本開示は、複数のユ
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ーザの間においてイメージを共有する特定の方法について記述しているが、本開示は、複
数のユーザの間においてイメージを共有する任意の適切な方法、たとえば、ユーザに直接
イメージを送信すること、イメージに関連付けられているプライバシー設定を修正するこ
と、イメージを共有スペースにアップロードすること、またはそれらの任意の組合せなど
を想定している。
【００３３】
　ソーシャルネットワーキング・システム１６０のユーザの１つまたは複数のプライバシ
ー設定を実施するために、承認サーバが使用される。ユーザのプライバシー設定は、ユー
ザに関連付けられている特定の情報がどのように共有されることが可能であるかを特定す
る。承認サーバは、ユーザが、たとえば、適切なプライバシー設定を設定することなどに
よって、自分のアクションをソーシャルネットワーキング・システム１６０によって記録
されること、またはその他のシステム（たとえば、サードパーティ・システム１７０）と
共有されることのオプトイン（opt in）またはオプトアウト（opt out）を行うことを可
能にすることができる。ソーシャルネットワーキング・システム１６０のユーザの１つま
たは複数のプライバシー設定を実施するために、ソーシャルネットワーキング・システム
１６０の承認サーバが使用される。ユーザのプライバシー設定は、ユーザに関連付けられ
ている特定の情報またはコンテンツ・オブジェクトがどのように共有されることが可能で
あるかを特定する。特定の実施形態においては、イメージのクラスタに関してソーシャル
ネットワーキング・システム１６０によって提供されるＵＩによって表示されるコンテン
ツの特定、またはイメージ・クラスタの促される共有は、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０のユーザのプライバシー設定に基づいて制限される。限定ではなく、例と
して、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザによって取り込まれた１
つまたは複数のイメージへの、イメージビューアＵＩ上に表示する目的でのアクセス、ま
たはクラスタリングされたイメージの促される共有を、必要に応じて、ユーザのプライバ
シー設定に少なくとも部分的に基づいて制限することができる。サードパーティ・システ
ム１７０などのサードパーティから受け取られたコンテンツ・オブジェクトを格納するた
めに、サードパーティコンテンツオブジェクト・ストアが使用される。ユーザに関連付け
られているクライアント・システム１３０から受け取られた位置情報を格納するために、
位置情報ストアが使用される。広告価格設定モジュールが、ソーシャルな情報、現在時刻
、位置情報、またはその他の適切な情報を組み合わせて、関連がある広告を、通知の形式
でユーザに提供することができる。
【００３４】
　図２は、例示的なモバイル・コンピューティング・デバイスを示している。特定の実施
形態においては、クライアント・システムは、上述のようなモバイル・コンピューティン
グ・デバイス１０であることが可能である。本開示は、任意の適切な物理的な形態を取る
モバイル・コンピューティング・デバイス１０を想定している。特定の実施形態において
は、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、以降で記述されているようなコン
ピューティング・システムであることが可能である。限定ではなく、例として、モバイル
・コンピューティング・デバイス１０は、シングルボード・コンピュータ・システム（Ｓ
ＢＣ）（たとえば、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ）もしくはシステムオンモジュ
ール（ＳＯＭ）など）、ラップトップもしくはノートブック・コンピュータ・システム、
モバイル電話、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、タブレット・コンピュータ・
システム、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可能である。特定の実施形態
においては、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、入力コンポーネントとし
てタッチ・センサ１２を有することができる。図２の例においては、タッチ・センサ１２
は、モバイル・デバイス１０の前面に組み込まれている。静電容量式タッチ・センサのケ
ースにおいては、送信電極および受信電極という２つのタイプの電極が存在することが可
能である。これらの電極は、電気パルスを用いて送信電極を駆動するように構成されてい
るコントローラに接続されること、およびタッチまたは近接入力によって引き起こされる
受信電極からの静電容量における変化を測定することが可能である。図２の例においては
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、１つまたは複数のアンテナ１４Ａ～Ｂが、モバイル・コンピューティング・デバイス１
０の１つまたは複数の側面に組み込まれることが可能である。アンテナ１４Ａ～Ｂは、電
流を電波に、およびその逆に変換するコンポーネントである。信号の送信中に、送信機は
、発振無線周波数（ＲＦ）電流をアンテナ１４Ａ～Ｂの端子に印加し、アンテナ１４Ａ～
Ｂは、印加された電流のエネルギーを電磁（ＥＭ）波として放射する。信号の受信中に、
アンテナ１４Ａ～Ｂは、入ってくるＥＭ波のパワーをアンテナ１４Ａ～Ｂの端子において
電圧へと変換する。その電圧は、増幅のために受信機へ送信される。
【００３５】
　モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、イーサネットもしくはその他のワイ
ヤベースのネットワークもしくはワイヤレスＮＩＣ（ＷＮＩＣ）と通信するためのアンテ
ナ１４Ａ～Ｂに結合されている通信コンポーネント、ワイヤレス・ネットワーク、たとえ
ばＷＩ－ＦＩネットワークなどと通信するためのワイヤレス・アダプタ、またはセルラー
・ネットワーク、第３世代モバイル通信（３Ｇ）、もしくはロング・ターム・エボリュー
ション（ＬＴＥ）ネットワークと通信するためのモデムを含むことができる。本開示は、
任意の適切なネットワーク、およびそのネットワークのための任意の適切な通信コンポー
ネントを想定している。限定ではなく、例として、モバイル・コンピューティング・デバ
イス１０は、アド・ホック・ネットワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ
）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡ
Ｎ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つ
もしくは複数の部分、またはこれらのうちの複数の組合せと通信することができる。これ
らのネットワークのうちの１つまたは複数の１つまたは複数の部分は、有線またはワイヤ
レスであることが可能である。別の例として、モバイル・コンピューティング・デバイス
１０は、ワイヤレスＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（たとえば、ブルートゥースＷＰＡＮなど）、Ｗ
Ｉ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワーク、セルラー電話ネットワーク（たとえ
ば、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ（ＧＳＭ）、３Ｇ
、もしくはＬＴＥネットワークなど）、またはその他の適切なワイヤレス・ネットワーク
、またはこれらのうちの複数の組合せと通信することができる。モバイル・コンピューテ
ィング・デバイス１０は、適切な場合には、これらのネットワークのうちの任意のネット
ワークのための任意の適切な通信コンポーネントを含むことができる。
【００３６】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパー
ティ・システムは、位置情報を得るためにアクティブ化信号を使用してモバイル・コンピ
ューティング・デバイス１０にポーリングを行うことまたは「ｐｉｎｇを送ること」が可
能である。限定ではなく、例として、ソーシャルネットワーキング・システムは、モバイ
ル・コンピューティング・デバイス１０の位置情報サービスをアクティブ化するためのア
クティブ化信号を送信することによって、位置データを探してモバイル・デバイス１０の
アプリケーションにポーリングを行うことができる。アクティブ化信号は、ワイヤレス通
信プロトコル、たとえば、ＷＩ－ＦＩまたは３Ｇなどを使用して送信されること、および
１つまたは複数のアンテナ１４Ａ～Ｂを通じてモバイル・コンピューティング・デバイス
１０によって受け取られることが可能である。特定の実施形態においては、モバイル・コ
ンピューティング・デバイス１０の位置情報サービスは、位置特定の１つまたは複数の方
法、たとえば、１つまたは複数のセルラー・タワーのロケーション、Ｗｉ－Ｆｉホットス
ポットに関連付けられているクラウドソースの位置情報、またはモバイル・コンピューテ
ィング・デバイス１０のＧＰＳ機能を使用することなどを用いることができる。上述した
ように、ソーシャルネットワーキング・システムは、モバイル・コンピューティング・デ
バイス１０に関連付けられている地理的位置情報を、モバイル・コンピューティング・デ
バイス１０によって提供される位置データに部分的に基づいて、手入力を伴わずに自動的
に特定することができる。あるいは、ソーシャルネットワーキングまたはサードパーティ
・システムは、モバイル・コンピューティング・デバイス１０の位置データを、ユーザが
位置情報更新を開始したことを通じて、ユーザによって実行された「チェックイン」を通
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じて、またはそれらの任意の組合せで受け取ることができる。
【００３７】
　特定の実施形態においては、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、個々の
写真イメージを、または一連のイメージをビデオとして取り込むように構成されているイ
メージ・センサを含むことができる。モバイル・コンピューティング・デバイス１０上で
実行されるアプリケーションが、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のイメー
ジ・センサを通じて取り込まれたイメージのためのイメージ管理機能を提供することがで
きる。特定の実施形態においては、モバイル・コンピューティング・デバイス１０内のイ
メージ処理モジュールが、イメージ・センサによって取り込まれたイメージを受け取るこ
とができる。さらに、イメージ・センサによって取り込まれた１つまたは複数のイメージ
は、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のストレージ・コンポーネントに格納
されることが可能であり、「カメラ・ロール」と総称される。
【００３８】
　特定の実施形態においては、「カメラ・ロール」の１つまたは複数のイメージは、上述
の通信ネットワークを通じてソーシャルネットワーキングまたはサードパーティ・システ
ムへ送信される。特定の実施形態においては、イメージ・センサによって取り込まれてモ
バイル・コンピューティング・デバイス１０内のストレージ・コンポーネントに格納され
たイメージは、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のＯＳ内に組み込まれてい
るアプリケーションまたはイメージアップローディング機能を使用してソーシャルネット
ワーキングまたはサードパーティ・システムにアップロードされる。限定ではなく、例と
して、モバイル・コンピューティング・デバイス１０上に格納されるイメージは、ソーシ
ャルネットワーキングまたはサードパーティ・システムへ自動的にアップロードされる。
さらに、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のイメージ・センサを使用して取
り込まれた１つまたは複数のイメージは、取り込まれると実質的にすぐに、またはいくら
か後の時点でソーシャルネットワーキングまたはサードパーティ・システムへ、ユーザか
らの入力を伴わずに自動的にアップロードされる。本開示は、特定のタイプのコンピュー
ティング・デバイスを示し、記述しているが、本開示は、任意の適切なタイプのコンピュ
ーティング・デバイス、たとえば、パーソナル・コンピュータ、タブレット・コンピュー
タ、接続されているテレビジョン、またはスマートフォンなどの上で実施される、「モー
メント」においてクラスタリングされたイメージを表示するように構成されているＵＩを
想定している。以降で記述されているように、モバイル・コンピューティング・デバイス
１０は、モバイル・コンピューティング・デバイス１０上で「モーメント」においてクラ
スタリングされたイメージを表示するように構成されるＵＩを表示することができる。
【００３９】
　図３は、例示的なイメージを伴う例示的なユーザ・インターフェースに関する例示的な
ワイヤフレームを示している。上述したように、ＵＩ５４は、１つまたは複数のイメージ
５２を表示するように構成される。特定の実施形態においては、ユーザは、スクロールす
ること（たとえば、イメージ５２が表示されているモバイル・コンピューティング・シス
テム１０のディスプレイ全体にわたって縦に指をスワイプすること）によって、イメージ
５２内をナビゲートすることができる。特定の実施形態においては、イメージ５２は、よ
り大きなサイズのイメージの代表である「サムネイル」イメージとして表示される。ＵＩ
５４は、上述のように、１つまたは複数の基準、たとえば「モーメント」などに基づいて
編成されているイメージ５２を表示するように構成される。図３の例においては、ＵＩ５
４は、イメージ５２の表示のためにそれぞれの「モーメント」に関連付けられているイメ
ージ・エリア５０Ａ～Ｂを含むことができる。特定の「モーメント」に関連付けられてい
るイメージ５２は、情報エリア３０Ａ～Ｂにおいて表示されている情報を使用して、ユー
ザ入力を伴わずに自動的にキュレーションされる（curated）。そのキュレーション情報
（curating information）は、特定の「モーメント」のイメージ５２に関連付けられてい
るメタデータから抽出されること、ユーザまたはそのユーザの「友達」のソーシャルグラ
フ情報から推測されること、またはそれらの組合せが可能である。限定ではなく、例とし
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て、情報エリア３０Ａ～Ｂは、「モーメント」を、地理的位置情報（たとえば、イメージ
５２が取り込まれた位置情報）に関連付けられている情報、時刻（たとえば、イメージ５
２が取り込まれた時）、その「モーメント」に関連付けられているユーザの「友達」、ま
たはそれらの任意の組合せを用いてキュレーションするように構成される。特定の実施形
態においては、ＵＩ５４上に表示される「複数のモーメント」は、情報エリア３０によっ
て隔てられる。特定の実施形態においては、ＵＩ５４は、「モーメント」に関連付けられ
ているクラスタリングされたイメージへのアクセスを、その「モーメント」に関連付けら
れている１人または複数の「友達」に提供するように構成されている１つまたは複数のイ
ンタラクティブ要素３２を含むことができる。限定ではなく、例として、インタラクティ
ブ要素３２は、共有される特定の「モーメント」に関連付けられているイメージ５２の数
の表示を提供することができる。本開示は、特定のＵＩ要素の特定の構成を有するイメー
ジを表示するように構成されている特定のＵＩを示し、記述しているが、本開示は、たと
えば、イメージのスクローリング中に固定位置においてキュレーション情報を、または１
つもしくは複数の基準に基づいてイメージの表示を切り替えるためのインタラクティブ要
素を表示するようになど、任意の適切なＵＩ要素の任意の適切な構成を有するイメージを
表示するように構成されている任意の適切なＵＩを想定している。
【００４０】
　図３の例においては、特定の地理的位置情報、時刻、および「友達」に関連付けられて
いる特定の「モーメント」へとクラスタリングされたイメージ５２が、ディスプレイ・エ
リア５０Ａにおいて表示されており、３０Ａにおいて表示されている情報を用いてキュレ
ーションされている。上述したように、特定の「モーメント」に関連付けられている日付
および位置情報（たとえば「昨日」および「サンフランシスコ」）が、イメージ５２のタ
イム・スタンプおよび位置データから特定されることが可能であり、「友達」（たとえば
「ジョアン・スミス」）が、ソーシャルネットワーキング・システムによって、たとえば
、イメージ５２の顔認識分析、または、そのユーザにタグ付けしている「ジョアン・スミ
ス」からの、およびその「モーメント」に対応する時刻もしくは地理的位置情報における
ステータス更新によって特定される。別の例として、別の特定の「モーメント」に関連付
けられているイメージ５２が、ディスプレイ・エリア５０Ｂにおいて表示されること、お
よび情報エリア３０Ｂにおいて表示されている情報を使用してキュレーションされる。さ
らに、ディスプレイ・エリア５０Ｂにおいて表示されているイメージ５２に関連付けられ
ている日付または時刻が、ソーシャルネットワーキング・システムによって、イメージ５
２のメタデータに少なくとも部分的に基づいて特定されることが可能であり、地理的位置
情報の特定は、ソーシャルネットワーキング・システムによってモバイル・コンピューテ
ィング・デバイス１０の位置データを記録することに少なくとも部分的に基づくことが可
能である。これは、特定の方法を通じて特定された特定の情報を用いてイメージをキュレ
ーションすることを示し、記述しているが、本開示は、任意の適切な情報または情報の組
合せ、たとえば、地理位置情報、時刻、日付、または、任意の適切な方法、たとえば顔認
識、もしくは位置データを記録することなどを通じて特定された「友達」などを用いてイ
メージをキュレーションすることを想定している。
【００４１】
　図４は、複数のイメージのソーシャル化されるクラスタリングのための例示的な方法を
示している。この方法は、工程３００において開始することができ、工程３００では、コ
ンピューティング・デバイスが、第１のユーザによって取り込まれた１つまたは複数のイ
メージを特定のモーメントのクラスタへと、ユーザ入力を伴わずに自動的にグループ化す
る。限定ではなく、例として、それぞれの特定のモーメントは、特定の地理的位置情報お
よび時刻に関連付けられることが可能である。特定の実施形態においては、グループ化は
、イメージのうちの１つまたは複数の分析を通じて特定されたイメージまたはデータのう
ちの１つまたは複数に関連付けられているメタデータに少なくとも部分的に基づく。工程
３０２は、クラスタのうちの１つまたは複数のそれぞれに対応するキュレーション情報を
特定する。特定の実施形態においては、キュレーション情報の特定は、コンピューティン
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グ・デバイスによって実行され、クラスタ内のイメージに関連付けられているメタデータ
、クラスタ内のイメージの分析を通じて特定されたデータ、またはクラスタ内のイメージ
に関連付けられているソーシャルグラフ情報に少なくとも部分的に基づく。工程３０４に
おいて、コンピューティング・デバイスは、イメージのクラスタ、およびそれらに対応す
るキュレーション情報のうちの少なくともいくつかを、第１のユーザのコンピューティン
グ・デバイス上に表示するために提供し、その時点で、この方法は終了することができる
。本開示は、図４の方法における複数の特定の工程を、特定の順序で生じるものとして記
述し、示しているが、本開示は、任意の適切な順序で生じる図４の方法における任意の複
数の適切な工程を想定している。その上、本開示は、図４の方法の特定の工程を実行する
特定のコンポーネントについて記述し、示しているが、本開示は、図４の方法の任意の適
切な工程を実行する任意の適切なコンポーネントの任意の適切な組合せを想定している。
【００４２】
　図５は、イメージの促される共有のための例示的な方法を示している。この方法は、工
程３５０において開始することができ、工程３５０では、コンピューティング・デバイス
が、１つまたは複数のイメージに関連付けられているソーシャルネットワーキング・シス
テムの１人または複数の第１のユーザを、手入力を伴わずに自動的に特定する。特定の実
施形態においては、コンピューティング・デバイスは、ソーシャルネットワーキング・シ
ステムを含む。特定の実施形態においては、その特定は、ソーシャルネットワーキング・
システムの第２のユーザによって取り込まれた１つまたは複数のイメージに関連付けられ
ているソーシャルグラフ情報、またはそれらのイメージの分析に少なくとも部分的に基づ
く。工程３５２において、コンピューティング・デバイスは、それらのイメージへのアク
セスを第１のユーザのうちの１人または複数に提供するよう第２のユーザに促す通知を第
２のユーザのコンピューティング・デバイスへ、ユーザ入力を伴わずに自動的に送信し、
その時点で、この方法は終了することができる。本開示は、図５の方法における複数の特
定の工程を、特定の順序で生じるものとして記述し、示しているが、本開示は、任意の適
切な順序で生じる図５の方法の任意の複数の適切な工程を想定している。その上、本開示
は、図５の方法の特定の工程を実行する特定のコンポーネントについて記述し、示してい
るが、本開示は、図５の方法の任意の適切な工程を実行する任意の適切なコンポーネント
の任意の適切な組合せを想定している。
【００４３】
　図６は、例示的なソーシャルグラフ２００を示している。特定の実施形態においては、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のソーシャルグラフ２
００を１つまたは複数のデータ・ストア内に格納することができる。特定の実施形態にお
いては、ソーシャルグラフ２００は、複数のノード（複数のユーザ・ノード２０２、また
は複数のコンセプト・ノード２０４を含むことができる）と、ノード同士をつなげる複数
のエッジ２０６とを含むことができる。図６において示されている例示的なソーシャルグ
ラフ２００は、教示上の目的から、２次元のビジュアル・マップ表示で示されている。特
定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、クライアント
・システム１３０、またはサードパーティ・システム１７０は、適切なアプリケーション
に関してソーシャルグラフ２００および関連したソーシャルグラフ情報にアクセスするこ
とができる。ソーシャルグラフ２００のノードおよびエッジは、データ・オブジェクトと
して、たとえば（ソーシャルグラフ・データベースなどの）データ・ストア内に格納され
ることが可能である。そのようなデータ・ストアは、ソーシャルグラフ２００のノードま
たはエッジの１つまたは複数の検索可能なまたはクエリ可能なインデックスを含むことが
できる。
【００４４】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０のユーザに対応することができる。限定ではなく、例として、ユーザは、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０と、またはソーシャルネットワーキング・
システム１６０を介して対話または通信する個人（人間のユーザ）、エンティティ（たと
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えば、企業、ビジネス、もしくはサードパーティ・アプリケーション）、または（たとえ
ば、個人もしくはエンティティの）グループであることが可能である。特定の実施形態に
おいては、あるユーザがソーシャルネットワーキング・システム１６０とのアカウントに
登録した場合には、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、そのユーザに対応
するユーザ・ノード２０２を作成し、そのユーザ・ノード２０２を１つまたは複数のデー
タ・ストア内に格納することができる。本明細書において記述されているユーザおよびユ
ーザ・ノード２０２は、適切な場合には、登録されているユーザ、および登録されている
ユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２を指すことができる。追加として、ま
たは代替として、本明細書において記述されているユーザおよびユーザ・ノード２０２は
、適切な場合には、ソーシャルネットワーキング・システム１６０に登録されていないユ
ーザを指すことができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザ
によって提供された情報、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０を含むさ
まざまなシステムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定では
なく、例として、ユーザは、自分の名前、プロフィール画像、連絡先情報、生年月日、性
別、婚姻状況、家族状況、勤務先、学歴、好み、関心、またはその他の人口統計学的情報
を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザ
のプライバシー設定に応じてユーザの１つまたは複数のイメージから抽出された顔認識デ
ータに関連付けられる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザに
関連付けられている情報に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けら
れることが可能である。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、１つまた
は複数のウェブページに対応することができる。
【００４５】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、コンセプトに対応すること
ができる。限定ではなく、例として、コンセプトは、場所（たとえば、映画館、レストラ
ン、ランドマーク、もしくは都市など）、ウェブサイト（たとえば、ソーシャルネットワ
ーク・システム１６０に関連付けられているウェブサイト、もしくはウェブアプリケーシ
ョン・サーバに関連付けられているサードパーティ・ウェブサイトなど）、エンティティ
（たとえば、人、企業、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有名人など）、ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０内に、もしくはウェブアプリケーション・サーバな
どの外部サーバ上に配置されることが可能であるリソース（たとえば、オーディオ・ファ
イル、ビデオ・ファイル、デジタル写真、テキスト・ファイル、構造化されたドキュメン
ト、もしくはアプリケーションなど）、物的もしくは知的財産（たとえば、彫塑、絵画、
映画、ゲーム、曲、アイディア、写真、もしくは執筆作品など）、ゲーム、アクティビテ
ィ、アイディアもしくは理論、別の適切なコンセプト、または複数のそのようなコンセプ
トに対応することができる。コンセプト・ノード２０４は、ユーザによって提供されたコ
ンセプトの情報、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０を含むさまざまな
システムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定ではなく、例
として、コンセプトの情報は、名前もしくはタイトル、１つもしくは複数のイメージ（た
とえば、本の表紙のイメージ）、ロケーション（たとえば、住所もしくは地理的ロケーシ
ョン）、（ＵＲＬに関連付けられることが可能である）ウェブサイト、連絡先情報（たと
えば、電話番号もしくはＥメール・アドレス）、その他の適切なコンセプト情報、または
そのような情報の任意の適切な組合せを含むことができる。特定の実施形態においては、
コンセプト・ノード２０４は、コンセプト・ノード２０４に関連付けられている情報に対
応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられることが可能である。特定
の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、１つまたは複数のウェブページに
対応することができる。
【００４６】
　特定の実施形態においては、ソーシャルグラフ２００内のノードは、ウェブページ（「
プロフィール・ページ」と呼ばれる場合もある）を表すこと、またはウェブページによっ
て表されることが可能である。プロフィール・ページは、ソーシャルネットワーキング・
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システム１６０によってホストされること、またはソーシャルネットワーキング・システ
ム１６０にとってアクセス可能であることが可能である。プロフィール・ページは、サー
ドパーティ・サーバ１７０に関連付けられているサードパーティ・ウェブサイト上にホス
トされることも可能である。限定ではなく、例として、特定の外部ウェブページに対応す
るプロフィール・ページは、その特定の外部ウェブページであることが可能であり、その
プロフィール・ページは、特定のコンセプト・ノード２０４に対応することができる。プ
ロフィール・ページは、その他のユーザのうちのすべてまたは選択されたサブセットによ
って閲覧できることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザ・ノード２０２は、
対応するユーザプロフィール・ページを有することができ、そのユーザプロフィール・ペ
ージにおいては、対応するユーザが、コンテンツを付加すること、言明を行うこと、また
はその他の形で自分自身を表現することが可能である。限定ではなく、別の例として、コ
ンセプト・ノード２０４は、対応するコンセプトプロフィール・ページを有することがで
き、そのコンセプトプロフィール・ページにおいては、１人または複数のユーザが、特に
コンセプト・ノード２０４に対応するコンセプトに関連して、コンテンツを付加すること
、言明を行うこと、または自分自身を表現することが可能である。
【００４７】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、サードパーティ・システム
１７０によってホストされているサードパーティ・ウェブページまたはリソースを表すこ
とができる。サードパーティ・ウェブページまたはリソースは、数ある要素の中でも、コ
ンテンツ、選択可能なもしくはその他のアイコン、または、アクションもしくはアクティ
ビティを表す（たとえば、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＡＪＡＸ、もしくはＰＨ
Ｐコードで実装されることが可能である）その他の対話可能なオブジェクトを含むことが
できる。限定ではなく、例として、サードパーティ・ウェブページは、「いいね！」、「
チェックイン」、「食べる」、「推奨する」、または別の適切なアクションもしくはアク
ティビティなどの選択可能なアイコンを含むことができる。サードパーティ・ウェブペー
ジを閲覧しているユーザは、それらのアイコンのうちの１つ（たとえば、「食べる」）を
選択することによってアクションを実行して、クライアント・システム１３０に、そのユ
ーザのアクションを示すメッセージをソーシャルネットワーキング・システム１６０へ送
信させることができる。そのメッセージに応答して、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、ユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、サードパーティ・ウェブペー
ジまたはリソースに対応するコンセプト・ノード２０４との間においてエッジ（たとえば
、「食べる」エッジ）を作成して、エッジ２０６を１つまたは複数のデータ・ストア内に
格納することができる。
【００４８】
　特定の実施形態においては、ソーシャルグラフ２００内の１対のノードが、１つまたは
複数のエッジ２０６によって互いにつながることが可能である。１対のノードをつなげる
エッジ２０６は、それらの１対のノードの間における関係を表すことができる。特定の実
施形態においては、エッジ２０６は、１対のノードの間における関係に対応する１つまた
は複数のデータ・オブジェクトまたは属性を含むことまたは表すことが可能である。限定
ではなく、例として、第１のユーザは、第２のユーザが第１のユーザの「友達」であると
いうことを示すことができる。この表示に応答して、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、「友達要求」を第２のユーザに送信することができる。第２のユーザがそ
の「友達要求」を承認した場合には、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、
ソーシャルグラフ２００内で第１のユーザのユーザ・ノード２０２を第２のユーザのユー
ザ・ノード２０２につなげるエッジ２０６を作成して、エッジ２０６をソーシャルグラフ
情報としてデータ・ストア２４のうちの１つまたは複数の中に格納することができる。図
６の例においては、ソーシャルグラフ２００は、ユーザ「Ａ」のユーザ・ノード２０２と
、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード２０２との間における友達関係を示すエッジ２０６と、
ユーザ「Ｃ」のユーザ・ノード２０２と、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード２０２との間に
おける友達関係を示すエッジとを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード２０２同士をつ
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なげる特定の属性を伴う特定のエッジ２０６を記述している、または示しているが、本開
示は、ユーザ・ノード２０２同士をつなげる任意の適切な属性を伴う任意の適切なエッジ
２０６を想定している。限定ではなく、例として、エッジ２０６は、友達関係、家族関係
、ビジネスもしくは雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、ビジター関係、サブスクラ
イバ関係、上下関係、互恵的関係、非互恵的関係、別の適切なタイプの関係、または複数
のそのような関係を表すことができる。その上、本開示は一般に、ノード同士をつながっ
ているものとして記述しているが、本開示はまた、ユーザ同士またはコンセプト同士をつ
ながっているものとして記述している。本明細書においては、つながっているユーザ同士
またはコンセプト同士への言及は、適切な場合には、１つまたは複数のエッジ２０６によ
ってソーシャルグラフ２００内でつながっているそれらのユーザ同士またはコンセプト同
士に対応するノード同士を指すことができる。
【００４９】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間
におけるエッジ２０６は、ユーザ・ノード２０２に関連付けられているユーザによって、
コンセプト・ノード２０４に関連付けられているコンセプトに対して実行された特定のア
クションまたはアクティビティを表すことができる。限定ではなく、例として、図６にお
いて示されているように、ユーザは、コンセプトに対して「いいね！を表明すること」、
「通うこと」、「プレイすること」、「聴くこと」、「料理すること」、「勤務すること
」、または「観ること」を行った可能性があり、それらのそれぞれは、エッジタイプまた
はサブタイプに対応することができる。コンセプト・ノード２０４に対応するコンセプト
プロフィール・ページは、たとえば、選択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、
クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）、または選択可能な「いいね」アイコン
を含むことができる。別の例として、クライアント・システムのソーシャル化ダッシュ（
socialized dash）は、選択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、クリック可能
な「チェックイン」アイコンなど）、または選択可能な「いいね」アイコンを含むことが
できる。同様に、ユーザがこれらのアイコンをクリックした後に、ソーシャルネットワー
キング・システム１６０は、それぞれのアクションに対応するユーザのアクションに応答
して「いいね」エッジまたは「チェックイン」エッジを作成することができる。限定では
なく、別の例として、あるユーザ（ユーザ「Ｃ」）が、特定のアプリケーション（オンラ
イン音楽アプリケーションであるＳＰＯＴＩＦＹ）を使用して特定の曲（「イマジン」）
を聴く場合がある。このケースにおいては、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０は、そのユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、その曲およびアプリケーションに
対応するコンセプト・ノード２０４との間において、（図６に示されているような）「聴
いた」エッジ２０６および「使用した」エッジを作成して、そのユーザがその曲を聴いて
そのアプリケーションを使用したということを示すことができる。その上、ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０は、その曲に対応するコンセプト・ノード２０４と、そ
のアプリケーションに対応するコンセプト・ノード２０４との間において、（図６に示さ
れているような）「再生した」エッジ２０６を作成して、その特定の曲がその特定のアプ
リケーションによって再生されたということを示すことができる。このケースにおいては
、「再生した」エッジ２０６は、外部アプリケーション（ＳＰＯＴＩＦＹ）によって外部
オーディオ・ファイル（「イマジン」という曲）に関して実行されたアクションに対応す
る。本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４とをつなげる特定の属
性を伴う特定のエッジ２０６について記述しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２
とコンセプト・ノード２０４とをつなげる任意の適切な属性を伴う任意の適切なエッジ２
０６を想定している。その上、本開示は、単一の関係を表すユーザ・ノード２０２とコン
セプト・ノード２０４との間におけるエッジについて記述しているが、本開示は、１つま
たは複数の関係を表すユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間における
エッジを想定している。限定ではなく、例として、エッジ２０６は、ユーザが特定のコン
セプトに対して「いいね！」を表明しているということ、およびその特定のコンセプトを
使用したということの両方を表すことができる。あるいは、別のエッジ２０６は、（図６
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において、ユーザ「Ｅ」を表すユーザ・ノード２０２と、「ＳＰＯＴＩＦＹ」を表すコン
セプト・ノード２０４との間において示されているような）ユーザ・ノード２０２とコン
セプト・ノード２０４との間におけるそれぞれのタイプの関係（または、単一の関係が複
数集まったもの）を表すことができる。
【００５０】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ソーシ
ャルグラフ２００内でユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間において
エッジ２０６を作成することができる。限定ではなく、例として、（たとえば、ユーザの
クライアント・システム１３０によってホストされているウェブ・ブラウザまたは専用の
アプリケーションを使用することなどによって）コンセプトプロフィール・ページを閲覧
しているユーザは、「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することにより、コンセ
プト・ノード２０４によって表されているコンセプトを自分が気に入っているということ
を示すことができ、その「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することは、ユーザ
のクライアント・システム１３０に、そのコンセプトプロフィール・ページに関連付けら
れているそのコンセプトをそのユーザが気に入っているということを示すメッセージをソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０へ送信させることができる。そのメッセージ
に応答して、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、そのユーザとコンセプト
・ノード２０４との間における「いいね！」エッジ２０６によって示されているように、
そのユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との
間においてエッジ２０６を作成することができる。特定の実施形態においては、ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０は、エッジ２０６を１つまたは複数のデータ・スト
ア内に格納することができる。特定の実施形態においては、エッジ２０６は、特定のユー
ザ・アクションに応答してソーシャルネットワーキング・システム１６０によって自動的
に形成されることが可能である。限定ではなく、例として、第１のユーザが、画像をアッ
プロードすること、映画を観ること、または曲を聴くことを行った場合には、エッジ２０
６は、第１のユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、それらのコンセプトに対応する
コンセプト・ノード２０４との間において形成されることが可能である。本開示は、特定
の様式で特定のエッジ２０６を形成することについて記述しているが、本開示は、任意の
適切な様式で任意の適切なエッジ２０６を形成することを想定している。
【００５１】
　図７は、例示的なコンピュータ・システム６０を示している。特定の実施形態において
は、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０が、本明細書において記述されている
または示されている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を実行する。特定の実
施形態においては、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０が、本明細書において
記述されているまたは示されている機能を提供する。特定の実施形態においては、１つま
たは複数のコンピュータ・システム６０上で稼働するソフトウェアが、本明細書において
記述されているもしくは示されている１つもしくは複数の方法の１つもしくは複数の工程
を実行し、または本明細書において記述されているもしくは示されている機能を提供する
。特定の実施形態は、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０の１つまたは複数の
部分を含む。本明細書においては、コンピュータ・システムへの言及は、適切な場合には
、コンピューティング・デバイスを包含することができる。その上、コンピュータ・シス
テムへの言及は、適切な場合には、１つまたは複数のコンピュータ・システムを包含する
ことができる。
【００５２】
　本開示は、任意の適切な数のコンピュータ・システム６０を想定している。本開示は、
任意の適切な物理的な形態を取るコンピュータ・システム６０を想定している。限定では
なく、例として、コンピュータ・システム６０は、組み込みコンピュータ・システム、シ
ステムオンチップ（ＳＯＣ）、シングルボード・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）（た
とえば、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ）もしくはシステムオンモジュール（ＳＯ
Ｍ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップトップもしくはノートブッ
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ク・コンピュータ・システム、インタラクティブ・キオスク、メインフレーム、コンピュ
ータ・システムのメッシュ、モバイル電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ、タブレッ
ト・コンピュータ・システム、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可能であ
る。適切な場合には、コンピュータ・システム６０は、１つもしくは複数のコンピュータ
・システム６０を含むこと、単一型もしくは分散型であること、複数のロケーションにわ
たること、複数のマシンにわたること、複数のデータセンターにわたること、または、ク
ラウド（１つもしくは複数のネットワーク内の１つもしくは複数のクラウド・コンポーネ
ントを含むことができる）内に常駐することが可能である。適切な場合には、１つまたは
複数のコンピュータ・システム６０は、本明細書において記述されているまたは示されて
いる１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を、実質的な空間上のまたは時間上の
制限を伴わずに実行することができる。限定ではなく、例として、１つまたは複数のコン
ピュータ・システム６０は、本明細書において記述されているまたは示されている１つま
たは複数の方法の１つまたは複数の工程をリアル・タイムで、またはバッチ・モードで実
行することができる。１つまたは複数のコンピュータ・システム６０は、適切な場合には
、本明細書において記述されているまたは示されている１つまたは複数の方法の１つまた
は複数の工程を別々の時点で、または別々のロケーションで実行することができる。
【００５３】
　特定の実施形態においては、コンピュータ・システム６０は、プロセッサ６２、メモリ
６４、ストレージ６６、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース６８、通信インタフェース
７０、およびバス７２を含む。本開示は、特定の数の特定のコンポーネントを特定の構成
で有する特定のコンピュータ・システムについて記述し、示しているが、本開示は、任意
の適切な数の任意の適切なコンポーネントを任意の適切な構成で有する任意の適切なコン
ピュータ・システムを想定している。
【００５４】
　特定の実施形態においては、プロセッサ６２は、コンピュータ・プログラムを構成して
いる命令などの命令を実行するためのハードウェアを含む。限定ではなく、例として、命
令を実行するために、プロセッサ６２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６４、
またはストレージ６６から命令を取り出し（またはフェッチし）、それらの命令をデコー
ドして実行し、次いで、１つまたは複数の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ
６４、またはストレージ６６に書き込むことができる。特定の実施形態においては、プロ
セッサ６２は、データ、命令、またはアドレスのための１つまたは複数の内部キャッシュ
を含むことができる。本開示は、適切な場合には、任意の適切な数の任意の適切な内部キ
ャッシュを含むプロセッサ６２を想定している。限定ではなく、例として、プロセッサ６
２は、１つまたは複数の命令キャッシュ、１つまたは複数のデータ・キャッシュ、および
１つまたは複数の変換ルックアサイド・バッファ（ＴＬＢ）を含むことができる。命令キ
ャッシュ内の命令は、メモリ６４またはストレージ６６内の命令のコピーであることが可
能であり、命令キャッシュは、プロセッサ６２によるそれらの命令の取り出しをスピード
アップすることができる。データ・キャッシュ内のデータは、プロセッサ６２において実
行される命令が機能する際に基づくメモリ６４もしくはストレージ６６内のデータのコピ
ー、プロセッサ６２において実行される後続の命令によるアクセスのための、もしくはメ
モリ６４もしくはストレージ６６への書き込みのためのプロセッサ６２において実行され
た以前の命令の結果、またはその他の適切なデータであることが可能である。データ・キ
ャッシュは、プロセッサ６２による読み取りオペレーションまたは書き込みオペレーショ
ンをスピードアップすることができる。ＴＬＢは、プロセッサ６２のための仮想アドレス
変換をスピードアップすることができる。特定の実施形態においては、プロセッサ６２は
、データ、命令、またはアドレスのための１つまたは複数の内部レジスタを含むことがで
きる。本開示は、適切な場合には、任意の適切な数の任意の適切な内部レジスタを含むプ
ロセッサ６２を想定している。適切な場合には、プロセッサ６２は、１つまたは複数の演
算ロジック・ユニット（ＡＬＵ）を含むこと、マルチコア・プロセッサであること、また
は１つもしくは複数のプロセッサ６２を含むことが可能である。本開示は、特定のプロセ
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ッサについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なプロセッサを想定している
。
【００５５】
　特定の実施形態においては、メモリ６４は、プロセッサ６２が実行するための命令、ま
たはプロセッサ６２が機能する際に基づくデータを格納するためのメイン・メモリを含む
。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム６０は、命令をストレージ６６また
は別のソース（たとえば、別のコンピュータ・システム６０など）からメモリ６４にロー
ドすることができる。次いでプロセッサ６２は、命令をメモリ６４から内部レジスタまた
は内部キャッシュにロードすることができる。命令を実行するために、プロセッサ６２は
、命令を内部レジスタまたは内部キャッシュから取り出し、それらの命令をデコードする
ことができる。命令の実行中または実行後に、プロセッサ６２は、１つまたは複数の結果
（それらは、中間の結果または最終的な結果である場合がある）を内部レジスタまたは内
部キャッシュに書き込むことができる。次いでプロセッサ６２は、それらの結果のうちの
１つまたは複数をメモリ６４に書き込むことができる。特定の実施形態においては、プロ
セッサ６２は、（ストレージ６６またはその他の場所ではなく）１つもしくは複数の内部
レジスタもしくは内部キャッシュ内の、またはメモリ６４内の命令のみを実行し、（スト
レージ６６またはその他の場所ではなく）１つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部
キャッシュ内の、またはメモリ６４内のデータ上でのみ機能する。１つまたは複数のメモ
リ・バス（それらはそれぞれ、アドレス・バスおよびデータ・バスを含むことができる）
は、プロセッサ６２をメモリ６４に結合することができる。バス７２は、以降で記述され
ているような１つまたは複数のメモリ・バスを含むことができる。特定の実施形態におい
ては、１つまたは複数のメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）が、プロセッサ６２とメモリ６４
との間に常駐し、プロセッサ６２によって要求されるメモリ６４へのアクセスを容易にす
る。特定の実施形態においては、メモリ６４は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）
を含む。このＲＡＭは、適切な場合には、揮発性メモリであることが可能である。適切な
場合には、このＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ（
ＳＲＡＭ）であることが可能である。その上、適切な場合には、このＲＡＭは、シングル
ポートＲＡＭまたはマルチポートＲＡＭであることが可能である。本開示は、任意の適切
なＲＡＭを想定している。メモリ６４は、適切な場合には、１つまたは複数のメモリ６４
を含むことができる。本開示は、特定のメモリについて記述し、示しているが、本開示は
、任意の適切なメモリを想定している。
【００５６】
　特定の実施形態においては、ストレージ６６は、データまたは命令のためのマス・スト
レージを含む。限定ではなく、例として、ストレージ６６は、ハード・ディスク・ドライ
ブ（ＨＤＤ）、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ、フラッシュ・メモリ、光
ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、またはユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ
）ドライブ、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ストレージ６６は
、適切な場合には、取り外し可能なまたは取り外し不能な（すなわち、固定された）媒体
を含むことができる。ストレージ６６は、適切な場合には、コンピュータ・システム６０
の内部または外部に存在することが可能である。特定の実施形態においては、ストレージ
６６は、不揮発性のソリッドステート・メモリである。特定の実施形態においては、スト
レージ６６は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。適切な場合には、このＲＯＭは、
マスクプログラムＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰ
ＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気的書替え可能ＲＯＭ（ＥＡＲ
ＯＭ）、またはフラッシュ・メモリ、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可
能である。本開示は、任意の適切な物理的な形態を取るマス・ストレージ６６を想定して
いる。ストレージ６６は、適切な場合には、プロセッサ６２とストレージ６６との間にお
ける通信を容易にする１つまたは複数のストレージ・コントロール・ユニットを含むこと
ができる。適切な場合には、ストレージ６６は、１つまたは複数のストレージ６６を含む
ことができる。本開示は、特定のストレージについて記述し、示しているが、本開示は、
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任意の適切なストレージを想定している。
【００５７】
　特定の実施形態においては、Ｉ／Ｏインタフェース６８は、コンピュータ・システム６
０と１つまたは複数のＩ／Ｏデバイスとの間における通信のための１つまたは複数のイン
タフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。コンピュー
タ・システム６０は、適切な場合には、これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数
を含むことができる。これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数は、人とコンピュ
ータ・システム６０との間における通信を可能にすることができる。限定ではなく、例と
して、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパッド、マイクロフォン、モニタ、マウス、
プリンタ、スキャナ、スピーカ、スチル・カメラ、スタイラス、タブレット、タッチ・ス
クリーン、トラックボール、ビデオ・カメラ、別の適切なＩ／Ｏデバイス、またはこれら
のうちの複数の組合せを含むことができる。Ｉ／Ｏデバイスは、１つまたは複数のセンサ
を含むことができる。本開示は、任意の適切なＩ／Ｏデバイス、およびそれらのＩ／Ｏデ
バイスのための任意の適切なＩ／Ｏインタフェース６８を想定している。適切な場合には
、Ｉ／Ｏインタフェース６８は、プロセッサ６２がこれらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つ
または複数を駆動することを可能にする１つまたは複数のデバイス・ドライバまたはソフ
トウェア・ドライバを含むことができる。Ｉ／Ｏインタフェース６８は、適切な場合には
、１つまたは複数のＩ／Ｏインタフェース６８を含むことができる。本開示は、特定のＩ
／Ｏインタフェースについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なＩ／Ｏイン
タフェースを想定している。
【００５８】
　特定の実施形態においては、通信インタフェース７０は、コンピュータ・システム６０
と、１つもしくは複数のその他のコンピュータ・システム６０または１つもしくは複数の
ネットワークとの間における通信（たとえば、パケットベースの通信など）のための１つ
または複数のインタフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を
含む。限定ではなく、例として、通信インタフェース７０は、イーサネット（登録商標）
もしくはその他の有線ベースのネットワークと通信するためのネットワーク・インタフェ
ース・コントローラ（ＮＩＣ）もしくはネットワーク・アダプタ、またはＷＩ－ＦＩネッ
トワークなどのワイヤレス・ネットワークと通信するためのワイヤレスＮＩＣ（ＷＮＩＣ
）もしくはワイヤレス・アダプタを含むことができる。本開示は、任意の適切なネットワ
ーク、およびそのネットワークのための任意の適切な通信インタフェース７０を想定して
いる。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム６０は、アド・ホック・ネット
ワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワー
ク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネ
ットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つまたは複数の部分、またはこれらの
うちの複数の組合せと通信することができる。これらのネットワークのうちの１つまたは
複数の１つまたは複数の部分は、有線またはワイヤレスであることが可能である。例とし
て、コンピュータ・システム６０は、ワイヤレスＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（たとえば、ブルー
トゥースＷＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワーク、セルラ
ー電話ネットワーク（たとえば、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケ
ーションズ（ＧＳＭ（登録商標））ネットワークなど）、またはその他の適切なワイヤレ
ス・ネットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せと通信することができる。コンピ
ュータ・システム６０は、適切な場合には、これらのネットワークのうちの任意のネット
ワークのための任意の適切な通信インタフェース７０を含むことができる。通信インタフ
ェース７０は、適切な場合には、１つまたは複数の通信インタフェース７０を含むことが
できる。本開示は、特定の通信インタフェースについて記述し、示しているが、本開示は
、任意の適切な通信インタフェースを想定している。
【００５９】
　特定の実施形態においては、バス７２は、コンピュータ・システム６０のコンポーネン
ト同士を互いに結合するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。限定では
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なく、例として、バス７２は、アクセラレイティッド・グラフィックス・ポート（ＡＧＰ
）もしくはその他のグラフィックス・バス、エンハンスト・インダストリー・スタンダー
ド・アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロントサイド・バス（ＦＳＢ）、ハイパートラ
ンスポート（ＨＴ）インターコネクト、インダストリー・スタンダード・アーキテクチャ
（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド・インターコネクト、ローピンカウント（ＬＰＣ）バ
ス、メモリ・バス、マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（ＭＣＡ）バス、ペリフェラル
・コンポーネント・インターコネクト（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩエクスプレス（ＰＣＩｅ）
バス、シリアル・アドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）バス、ビデ
オ・エレクトロニクス・スタンダーズ・アソシエーション・ローカル（ＶＬＢ）バス、ま
たは別の適切なバス、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。バス７２
は、適切な場合には、１つまたは複数のバス７２を含むことができる。本開示は、特定の
バスについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なバスまたはインターコネク
トを想定している。
【００６０】
　本明細書においては、１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切
な場合には、１つもしくは複数の半導体ベースのもしくはその他の集積回路（ＩＣ）（た
とえば、フィールドプログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）もしくは特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）など）、ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・
ハード・ドライブ（ＨＨＤ）、光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気デ
ィスク、光磁気ドライブ、フロッピー（登録商標）・ディスケット、フロッピー（登録商
標）・ディスク・ドライブ（ＦＤＤ）、磁気テープ、ソリッドステート・ドライブ（ＳＳ
Ｄ）、ＲＡＭドライブ、セキュア・デジタル・カードもしくはドライブ、その他の任意の
適切な非一時的なコンピュータ可読記憶媒体、またはこれらのうちの複数の組合せを含む
ことができる。非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合には、揮発性、不揮
発性、または揮発性と不揮発性の組合せであることが可能である。
【００６１】
　本明細書においては、「または（もしくは）」は、包含的であり、排他的ではない（た
だし、そうではないことが明示されている場合、または、そうではないことが文脈によっ
て示されている場合は除く）。したがって、本明細書においては、「ＡまたはＢ」は、「
Ａ、Ｂ、またはその両方」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合
、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）。その上、「およ
び（ならびに）」は、包括的および個別的の両方である（ただし、そうではないことが明
示されている場合、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）
。したがって、本明細書においては、「ＡおよびＢ」は、「まとめて、または個別に、Ａ
およびＢ」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合、または、そう
ではないことが文脈によって示されている場合は除く）。
【００６２】
　本開示の範囲は、当技術分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書に
おいて記述されているまたは示されている例示的な実施形態に対するすべての変更、置換
、変形、改変、および修正を包含する。本開示の範囲は、本明細書において記述されてい
るまたは示されている例示的な実施形態に限定されない。その上、本開示は、本明細書に
おけるそれぞれの実施形態を、特定のコンポーネント、要素、機能、オペレーション、ま
たは工程を含むものとして記述し、示しているが、これらの実施形態のいずれも、当技術
分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書の任意の箇所において記述さ
れているまたは示されているコンポーネント、要素、機能、オペレーション、または工程
のうちの任意のものの任意の組合せまたは順列を含むことができる。さらに、特定の機能
を実行するように適合されている、実行するようにアレンジされている、実行することが
できる、実行するように構成されている、実行することを可能にされている、実行するよ
うに機能できる、または実行するように機能する装置もしくはシステム、または装置もし
くはシステムのコンポーネントへの添付の特許請求の範囲における言及は、その装置、シ
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ステム、コンポーネント、またはその特定の機能が、アクティブ化されているか否か、オ
ンにされているか否か、またはロック解除されているか否かを問わず、その装置、システ
ム、またはコンポーネントが、そうするように適合されている、そうするようにアレンジ
されている、そうすることができる、そうするように構成されている、そうすることを可
能にされている、そうするように機能できる、またはそうするように機能する限り、その
装置、システム、コンポーネントを包含する。

【図２】 【図１】
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【図６】 【図７】
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